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研究に関するお知らせ

(研究課題名：生後早期の極早産児に対する「複合的な抗菌薬適正使用プログラム」

の普及効果に関する多施設共同観察試験）

国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院AMR臨床リファレンスセンター

では、以下にご説明する研究を行います。

この研究への参加を希望されない場合には、研究不参加とさせて頂きますので、下記

のお問い合わせ先にお申し出ください。お申し出になられても、いかなる不利益も受

けることはございませんので、ご安心ください。

■研究目的・方法

．生まれたての早産・低出生体重の赤ちゃんは免疫力が弱く、感染症での死亡率は、

正期産で生まれた赤ちゃんより高いことがわかっています。そのため、多くの早

産・低出生体重の赤ちゃんは出生後早期から抗生物質の投与を受けています。その

一方で、生後早期の赤ちゃんが抗生物質へ暴露されると腸内細菌の乱れにつながり、

長期的な健康に影響する可能性があり、抗生物質の適正使用の普及が望まれていま

す。

・海外では、 「早産を含む感染症の可能性がある赤ちゃんには速やかに抗生物質を投

与するが、各種検査結果から感染症の疑いが低くなればなるべく速やかに抗生物質

を中止する」という指針が公表･実践されており、抗生物質使用量の低減が報告さ

れています。しかしながら、我が国では生まれたての赤ちやんへの抗生物質投与に

関する明確な指針が存在せず､施設間や処方医間で抗生物質の使用状況のばらつき

があります。

・本研究では、抗生物質の適正使用に関する多角的なプログラムの導入を推奨したう

えで、プログラム導入推奨前後の抗生物質の使用状況や実際の赤ちゃんの入院中の

予後を比較します。今回の抗生物質の使用プログラム導入推奨によって、感染症リ

スクが高いあかちやんに抗生物質が処方されなくなることはありません。

・抗生物質の適正使用プログラムの推奨によって、生後早期の早産・低出生体重の赤

ちゃんに対する抗生物質使用量を安全に低減できることを証明できれば､我が国で

の治療指針の形成につながり、子供たちの長期的な健康状態の向上や医療費削減に

役立つことが期待されます。
●

■研究期間

小野憲昭病院長承認日～2026年3月31日 （登録は許可されてから2024年3月31日まで）

■研究の対象となる方

2023年4月1日から2024年3月31日までに研究参加施設のNICUに入院された在胎32週未






